
表 2 2022 年度初期環境調査検出状況・検出下限値一覧表 
物質 
調査 
番号 

調査対象物質 
水質(ng/L) 大気(ng/m3) 

範囲 
検出頻度 

検出 
下限値 

範囲 
検出頻度 

検出 
下限値 

[1] アトルバスタチン※ 
nd～18 
14/34 

1.4   

[2] 2-(ジエチルアミノ)エタノール※   
nd 

0/22 
40 

[3] ジエチルアミン 
nd～19,000 

6/28 
50   

[4] 4,4'-ジヒドロキシジフェニルメタン （別名：ビスフェノール F） 
nd 

0/32 
8.8   

[5] 1,3-ジフェニルグアニジン 
nd～220 

19/29 
5.0   

[6] 4,4'-スルホニルジフェノール （別名：ビスフェノール S） 
nd～420 

25/32 
1.4   

[7] 
2,5,8,11-テトラオキサドデカン （別名：トリエチレングリコールジ

メチルエーテル） 
nd 

0/35 
620   

[8] 
1,3,5-トリス(2,3-エポキシプロピル)-1,3,5-トリアジン-2,4,6(1H,3H,5H)-
トリオン （別名：1,3,5-トリスグリシジル-イソシアヌル酸）※ 

nd～27 
2/23 

14   

[9] 
4,4'-[2,2,2-トリフルオロ-1-(トリフルオロメチル)エチリデン]ビスフェ

ノール （別名：ビスフェノール AF） 
nd～10 

5/32 
0.38   

[10] 3,5,5-トリメチル-1-ヘキサノール※ 
nd 

0/28 
420   

[11] 1,2-ビス(2-クロロフェニル)ヒドラジン 
nd 

0/25 
1.8   

[12] フラン 
nd 

0/31 
38   

[13] 
2-メルカプトベンゾチアゾール （別名：1,3-ベンゾチアゾール-2-チ
オール） 

nd 
0/24 

4.1   

（注1）検出頻度は検出地点数/調査地点数（測定値が得られなかった地点数及び検出下限値を統一したことで集計の対象から除外さ

れた地点数は含まない。）を示す。1地点につき複数の検体を測定した場合において、1検体でも検出されたとき、その地点は

「検出地点」となる。 
（注2）範囲は全ての検体における最小値から最大値の範囲で示した。そのため、全地点において検出されても範囲がnd～となること

がある。 
（注 3） は調査対象外の媒体であることを意味する。 
（注 4）※は排出に関する情報を考慮した地点も含めて調査した調査対象物質であることを意味する。 


